
新アプローチ法で
『日本書紀』の紀年を復元する

令和７年６月１４日 日本古代史ネットワーク 古代史を解明する会

伊藤 雅文

「無事績年削除法」



神武天皇 ＢＣ６６０
綏靖天皇 ＢＣ５８１
安寧天皇 ＢＣ５４８
懿徳天皇 ＢＣ５１０
孝昭天皇 ＢＣ４７５
孝安天皇 ＢＣ３９２
孝霊天皇 ＢＣ２９０
孝元天皇 ＢＣ２１４
開化天皇 ＢＣ１５７
崇神天皇 ＢＣ９７
垂仁天皇 ＢＣ２９
景行天皇 ＡＤ７１
成務天皇 ＡＤ１３１
仲哀天皇 ＡＤ１９２
神功皇后 ＡＤ２０１
応神天皇 ＡＤ２７０





①天皇一代の平均在位年数を用いるもの

・科学的・統計学的なアプローチ法として人気

・「基礎データによる年数の変動が大」「得られる数値が平均」が弱点

大まかな目安としては使用できるが、任意の天皇への適用は無理

②二倍年暦を用いるもの

・古代にそのような暦があったという事例は皆無（管見では）

・論拠とされる魏志倭人伝の裴松之注については、恣意的な解釈

紀年短縮には便利な道具だが、論拠は薄弱

③『古事記』崩年干支を用いるもの

・崩年干支は本文の宝算に付けられた分注でありながら、宝算と不整合

・そもそも論拠はなく「『古事記』を信じるのみ」という信仰的なもの

来歴不明、かつ本文を否定しなければ成立しない本末転倒の説



『日本書紀』歴代天皇の治世

①の参考資料



『三国志』魏志倭人伝 裴松之注

 魏略曰 其俗不知正歳四節 但計春耕秋収為年紀 
（訳）魏略にいわく。倭の習俗では正月を年の初めとすることや

 春夏秋冬の四節が知られていない。

 人々はただ春に耕作し秋に収穫することによって年を数えている。 

この注釈は「邪馬台国時代の倭人社会には中国の暦が知られておらず、

倭人は農作業のサイクルによって一年を数えている」という意味に過ぎず

「倭人が一年を二年と数えている」と解釈することは不可能

『晋書』四夷伝

 不知正歳四節 但計秋収之時以為年紀
 （訳）（倭人は）正月を年の初めとすることや春夏秋冬の四節を知らない。

 人々は秋の収穫を節目として一年を数えている。

②の参考資料



天 皇
代数

崩年干支 一般的比定年宝 算

崇神天皇10

垂仁天皇11

景行天皇12

成務天皇13

仲哀天皇14

戊寅

― ―

― ―

乙卯

壬戌

応神天皇15

仁徳天皇16

履中天皇17

反正天皇18

允恭天皇19

安康天皇20

雄略天皇21

甲午

丁卯

壬申

丁丑

甲午

― ―

己巳  366年誕生

 377年誕生

 401年誕生（即位３年暗殺とすれば）

 378年誕生

 367年誕生

 345年誕生

 265年誕生

 311年誕生

 261年誕生

『古事記』崩年干支 ※抜粋

③の参考資料



『日本書紀』紀年から、無事績年を機械的に削除する復元法

【無事績年】歴代天皇紀の中で何の事績も出来事も記されない年



●無事績年一覧表



天武天皇は、初代天皇が紀元前６６０年に即位した

などという紀年延長された長い歴史は求めず、

早急な完成を求めただろう。

天武天皇が求めた国史（『原日本紀』）は

実年代に沿って一年の欠落もない史書だった

可能性が高い。



《『古事記』序文 》「朕聞く。諸家の持てる帝紀と本辞はすでに

真実とは違い、多くの虚偽が加えられているそうだ。いまこの時に

その誤りを改めなければ、年を経ずにその真実は失われてしまうだ

ろう。これは国の根幹をなすものであり、天皇教化の基本となるも

のである。故に、帝紀を選び記し、旧辞を検討して、偽りを削り、

真実を定めて、後世に伝えようと思う」

求めているのは「諸家により生じた誤りを正した、後世に

伝える正しい歴史」「自身の正統性を宣言して天皇の権威

を確かなものとする歴史」 「長い歴史」ではない



『古事記』序文

「朕聞く。諸家の持てる帝紀と本辞はすでに真実とは違い、

多くの虚偽が加えられているそうだ。いまこの時にその誤り

を改めなければ、年を経ずにその真実は失われてしまうだろ

う。これは国の根幹をなすものであり、天皇教化の基本とな

るものである。故に、帝紀を選び記し、旧辞を検討して、偽

りを削り、真実を定めて、後世に伝えようと思う」

国史編纂は強力な王朝確立の一環
・草壁皇子の立太子 ・飛鳥浄御原律令に着手
悠長な編纂期間は想定されない

壬申の乱による天皇位簒奪という悪行の抹消

生存中の完成を求めた

収集された史料に紀年延長操作は施されていない

実年代にそって編纂された

中国史書『春秋』を模範として記述

『春秋』に準じて１年の欠落もない連年記載



『春秋』隠公

  ２年の秋、８月庚辰（？日）に隠公は唐で戎と盟を交わした

『日本書紀』崇神天皇

  元年の春、１月壬午朔甲午（13日）に皇太子は天皇位につかれた

年 四季 月 日（干支） 記事

年 四季 月 日（干支） 記事

『春秋』と『日本書紀』の記述様式の比較



『令集解』巻第三＞中務＞図書寮＞頭一人＞修撰国史

又古記云、国史、当時之事記書名也、
如春秋漢書之類、実録事也
※『令集解』國書刊行会1912（国立国会図書館デジタルコレクションより引用）

「古記」とは702年施行の大宝令の注釈書のこと

→『日本書紀』編纂に近い時期に「国史は『春秋』と同様のものである」

という認識があった

・『春秋』は242年にわたって一年の欠落もない歴史を綴る

・『漢書』も帝紀は同様式で100年以上欠落なく歴史を綴る

『日本書紀』に大量の空白・欠落がみられるのは非常に不自然

天武天皇の国史は一年の欠落もない歴史を志向した可能性が高い



天武朝
称
制 持統朝 文武朝 元明朝 元正朝

元嘉暦 儀鳳暦

α群述作 β群述作

巻30述作
全編加筆

『日本書紀』編纂過程
編纂の詔 進上

原日本紀
（続守言・薩弘格） （山田史御方）

小川清彦
（天文学者）

安康天皇紀以前

の暦日は天武朝
以降に儀鳳暦に

よって推算・創

作された

（中臣連大嶋/平群臣子首）



初代天皇
彦火火出見尊であり
神武天皇であり
崇神天皇である

294年東征出発
301年即位

それ以前は「神代」
説話集→年代不明



ヤマト王権

▲

卑弥呼
〈天照大神〉

死去

邪馬台国
〈高天原〉

東征
出発

▼

『日本書紀』の

「神代」の時代



天武天皇の国史編纂方針に起因する。

天武天皇朝（日本）の正統性・神聖性を確定させるために

不都合な事象は隠蔽および改変した。

①倭の五王による遣使朝貢の隠蔽
『原日本紀』段階での隠蔽に加えて、紀年延長が行われた。

 現行『日本書紀』の年代観から五王比定を行ったり、

 それを基準に紀年復元を行うことは、ある意味ナンセンス。

②継体天皇朝と仁賢・武烈天皇朝並立の直列化
 これを考慮しない紀年復元は不可能。



第一期無事績年

第二期無事績年



合計19年の無事績年



『原日本紀』 から 『日本書紀』 への紀年延長方法
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